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輔

眼

健
格
の
勢
力
説
・
・
・
吋
制
岨
巾
・
・
文
横
山
神
士

地
方
税
に
於
け
る
累
進
一
課
税
制
"
"
・
司
法
血
中
博
士

マ
ル
サ
ス
の
恐
慌
論祉

問

-
料
消

ma
ナ

抱
肌

交
通
事
業
に
於
け
る
競
争
・

-
-
E

組
草
川
士

重
農
皐
汲
の
自
然
法
観
・
・
・
・
・
法
皐
上

英
蘭
銀
行
の
成
立
及
び
後
展
過
程
持
純
陣
地
下
1

都

惜

錦

鵬

ギ
リ
シ
ャ
の
新
資
券
銀
行
に
就
い
て

目

的

税

ご

考

慮

税

・

・

・

・

・

純

ZTトL

r
u新
ら
し
き
経
清
政
策
論
-
純
一
向
棋
士

関

民

所

件

に

就

い

て

白

・

組

事

山

ト

池
山

A
V

赫
倒
古
川
ん
融
資
制
償
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・
脊
海
調
査
法
・
却
拙
地
艶
瑚
一
一
山
醐
λ

ル
法
律 純

情

岨
a

七 禁

幅

載
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ロ
小
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太
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山
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太
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児
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英
蘭
銀
行
の
成
立
及
び
磁
展
過
程
に
就
い
て

(
下
)

谷

藤

裏目

第/、
試
練
期
仁
於
け
る
英
蘭
銀
行

英
蹴
銀
行
の
特
械
的
地
位
が
如
何
じ
し
て
確
立
せ
ら
れ
た
ゐ
か
に
就
い
て
逃
べ
る
に
先
立
ち
、
旬
、
英
嗣
銀
行

が
其
の
成
立
後
聞
も
な
き
時
期
に
於

τ業
b
た
る
諸
々
の
困
難
に
就
い
1

て
考
察
す
る
の
要
が
あ
る
。
以
下
之
を
排
出

ぺ
る
ニ
正
、
す
る
。

ピ
ロ
仏
国
釦
ロ

r
の
計
査

前
に
も
述
。
へ
し
知
〈
.
英
蘭
銀
行
の
設
立
せ
ら
れ
た
る
一
六
九
四
年
は
、
投
機
熱
の
旺
盛
な
り
し
年
に
し
て
、

諸
々
の
株
式
組
織
の
企
業
は
何
れ
も
投
機
的
性
質
を
締
ぴ
、
加
之
、
嘗
事
者
の
銀
行
経
営
に
就
い
て
の
経
験
滋
き

こ
Z
は
、
共
に
英
樹
銀
行
の
賞
附
布
せ
し
内
在
的
危
険
で
ゐ
っ
た
。
而
も
英
蘭
銀
行
は
一
定
の
方
針
な
し
に
伽
人

に
無
崎
に
貸
出
を
な

L
た
る
結
川
市
・
銀
行
努
の
畿
行
額
は
豆
額
に
上
ム
リ
、
銀
行
券
は
日
ま
の
制
引
が
附
せ
ら
る

、
穏
に
下
務
し
た
U

然
し
そ
れ
に
も
拘
ら
す
英
蘭
銀
行
の
重
役
、
株
主
及
び
取
引
先
等
は
、
宮
家
の
大
部
分
を
網

羅
し
、
従

τ其
の
信
用
の
比
較
的
障
か

h
L
ニ
ピ
及
び
其
の
則
斉
放
態
を
厳
重
に
監
督
せ
る
嘗
事
者
の
努
力

ω大

な
hJ
し
こ
己
、
に
よ
っ

τ、
漸
衣
其
的
基
礎
を
輩
固
な
ら
し
む
る
こ
芭
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

設

英
嗣
訟
行
。
成
立
及
び
襲
展
過
程
に
就
い
て

O 

苑

第
三
十
人
容

七
五
七

第
五
騨

Macleod， Theory and practice of bankhlg， vo1. J. p. 481 剖}



誼

苑

英
山
刷
鋭
行
白
成
立
及
び
鼓
厩
過
桂
に
就
い
て

O 

第
二
十
八
杏

七
五
人

部
五
税

も
苫
英
蘭
銀
行
は
自
肉
鶏
の
計
査
に
成
っ
た
も
の
で
ゐ
h
、
岨
割
備
戦
宰
遂
行
の
唖
岬
に
政
府
を
支
持
す
こ
る
ご
に

非
前
仁
成
功
し
記
。
此
的
こ
己
は
同
志
を
大
い
に
歓
喜
せ
し
め
た
ご
同
時
に
、
反
岨
割
黛
た
る
保
守
議
及
び
共
闘
銀

行
に
劃
す
る
競
争
者
を
栃
度

ω憤
惑
に
陥
れ
た
。
殊
に
蛍
附
土
地
所
布
者
越
は
、
共
的
自
負
心
、
宗
致
的
偏
見
等

々
の
頗
る
錯
綜
せ
る
心
埋
よ
h
し
て
、
金
融
業
者
を
慈
み
、
彼
等
山
山
富
絡
ご
な
る
を
見
て
放
知
的
念
を
抱
吉
、
業

の
職
業
を
茂
樹

L
、
業
の
行
動
を
愉
惑

L
、
彼
等
を
蛇
蛸
脱
し
て
ゐ
た
の
で
ゐ
っ
て
、
機
曾
に
仁
ゐ
ら
ば
共
闘
銀

行
を
夜
落
せ
し
め
ん
さ
考
へ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
o

然
る
に
一
六
九
六
年
二
月
、
政
府
は
克
仁
二
百
前
向
磁
を
伯
上
げ
ん
こ
正
を
決
意
ゼ

L
も
、
玄
関
銀
行
は
之
に
肱
じ

な
か
っ
た
。
，
そrc、
ミ
こ
で
政
府
は
夏
仁
H何刷
M

目n日の『
Zη
阿巴ロ日命
2同
回
口
吉
-
に
よ
'b句りd借
借
上
げ
ん
-
』
正
子
e
炉

を
得
す
、
相
刷
る
窮
坊
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
而

L
T』
当
日
訂
日
一
一
一
昨
静
岡
時
の
政
府
は
白
山
窯
己
保
守
蟻
よ
h
成
hJ

立
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
保
守
黛
は
自
由
議

ω英
蘭
銀
行
に
劉
抗
す
る
に
足
る
べ
き
大
規
模
の
競
争
銀
行
を
設

立
し
、
其

ω資
本
金
全
部
を
政
府
し
貸
上
げ
政
府

ω需
要
を
充
た
さ
ん
ご
考
へ
た
o

是
れ
卸
も

O
H
E
Z
H
F
-
h
に

よ
っ
て
計
査
せ
ら
れ
た

F
E
L
回
E
r
で
あ
る
。

ピ
ロ
仏
国

E
r
の
資
本
金
は
英
蘭
録
行
吉
岡
一
方
針
に
よ
h
、
政
府
へ
の
貸
上
金
二
百
五
十
六
高
四
千
磁
で
あ
る

が
、
銀
行

ω本
来
の
目
的
は
土
地
じ
訴
し
低
利
に
資
金
を
融
通
す
る
に
あ
る
が
故
に
、
立
(
の
運
糟
資
本
を

ush

乃
至
ど
臥
の
低
利
に
て
、
唯
土
地
所
有
者
の
み
に
謝
L
土
地
耕
作
の
潟
に
貸
出
さ
ん
ご
す
る
の
が
、
比
(
の
案
の

骨
子
で
あ
っ
花
。

宮
O
E仰
向

5
始
め
自
由
黛
の
人
々
は
、

も
正
よ
り
比
の
計
査
に
劃

L
好
意
を
有
せ

y
h
し
も
、
自
由
黛
仁
繰
ら

Rogers. The 且rstnine years of the oank or England， p. 52 
l¥-fanllale Medicum自著者 Hugh 仁hamberl礼inが L九ndsankの計資者

&同一人なるか訂かに就いては疑問の館地があるo

H.ogers. ibid. pp. 57-60. Macleod， ibid. p. 475 
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ghv
し
人
々
は
是
が
支
持
に
努
め
た
。
殊
に
世
田
時
途
方
も
な
き
高
利
的
資
金
を
仰
い
で
ゐ
た
土
地
所
有
者
逮
が
、

極
め

τ仮
利
に
て
資
金
り
供
給
を
受
け
る
こ
ご
り
出
来
る
此

ω
計
量
を
鵜
呑
に
し
た
こ
ご
は
、
決
し
て
慌
む
に
足

ら
な
い
、
況
し
て
前
述
の
知
吉
野
辺
セ
抱
け
る
に
於
て
を
や
。
そ
れ
故
に
一
度
此
品
川
計
謹
が
稜
表
せ
ら
れ
る
や
、

英
蘭
銀
行
の
株
券
は
宵

O
七
勝
よ
り
八
ト
三
棟
に
暴
落
し
た
の
で
あ
る
。
蓋
し
鋭
敏
な
る
洞
察
力
を
有
す
る
人
々

に
は
此

ω計
査
の
必
宇
失
敗
に
絞
る
ア
き
は
明
か
な
る
こ
ど
で
あ
っ
た
が
、
一
般
大
衆
の
限
に
は
そ
れ
は
英
蘭
銀

行
に

Z
Kリ
賞
に
容
易
な
ら
泊
勤
敵
で
あ
り
、
叉
そ
う
で
あ
る
か
の
や
う
に
見
え
た
か
ら
で
あ
る
U

此
山
一
一
削
査
は
保
守
黛
に
よ
り
援
助
せ
ら
れ
、
英
蘭
銀
行
及
び
北
(
の
同
志
的
懸
命
の
反
割
に
も
拘
ら
す
、
遂
に
一

六
九
六
年
二
月
十
日
議
曾
の
協
賛
を
得
.
四
月
二
十
七
日
裁
可
を
得
た
の
で
あ
る
。

F
E
ι
F与
に
闘
す
る
法
律
の
大
部
分
は
英
蘭
銀
行
に
闘
す
色
も
の
を
模
倣
し
た
る
に
過
ぎ
な
い
。
唯
認
に
注

意
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
ご
は
、
英
闘
銀
行
の
重
役
及
び
株
主
等
は
此
山
計
萱
に
閥
奥
す
る
こ
ご
を
得
中
、
叉

E
E
E
p
r
の
重
役
及
び
株
主
が
英
蜘
銀
行
の
重
役
ご
な
り
、
叉
株
主
ご
な
る
-
』
子
宮
断
然
禁
止
し
、
共
山
り
色
刷
瀞

を
愈
2
鮮
明
な
ら
し
め
た
古
い
ふ
-
}
ご
で
ゐ
る
。

此
の
計
査
は
主
唱
者

(
U
E
E
F
O
E
S
の
不
接
の
努
力
及
川
V
E
R
-
m可、可。

{q
等
の
熱
誠
な
る
後
援
ゐ
ち
し
に
も

拘
ら
す
、
六
月
十
一
日
頃
阪
に
其
の
失
敗
に
終
る
一
へ
き
こ
ご
が
明
h
r
t
な
り
、
申
込
締
切
日
た
る
入
月
一
日
迄

ω

廊
募
綴
は
皇
帝

ω名
を
以

t
申
込
ま
れ
た
る
五
千
傍
を
除
、
吉
、
一
般
大
衆
の
膝
募
は
、
僅
に
二
千
百
碗
に
過
ぎ
守

し
て
、
此

ω計
査
は
全
然
失
敗
に
終
り
遂
に
其

ω寅
現
を
見
る
仁
歪
ら
な
か
っ
た
的
で
あ
る
刷

然
し
そ
が
現
質
的
形
態
を
正
る
仁
至
ら
な
か
っ
た
が
放
に
・
他
仁
何
等
の
影
響
を
も
奥
へ
な
か
っ
た
ぜ
考
へ
る

設

英
樹
銀
行
自
成
立

A
V皆
川
臨
過
程
に
就
い
て

第
五
観

O 

第
二
十

λ
巷

七
五
九

苑

以下掛問。

Rogers， ibid. p. 62. 
Land Bank Act 由主なる規定ι就.....-c日 Rogc日， ibid. p. 59 
MacIeod， ibid. vol. L p. 476. Rogers， ibid. p. 61. 
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詑

苑

亡〉
凹

英
樹
鋭
行
自
成
立
及
び
蕨
展
迦
裂
に
就
い
て

第
二
十
八
告

t
声
。

第
五
碗

は
早
急
に
失
す
る
で
ゐ
ら
フ
。
般
ム
7
.
英
闘
会
館
ご
し
て
は
其
の
慎
重
の
放
に
危
〈
難
を
免
れ

L
Z
は
い
へ
ぷ
央
蘭

銀
行
は
之
が
潟
に
貨
に
大
な
る
迷
惑
を
由
来
っ
た

ωで
ゐ
品
。
葦
し
英
蘭
銀
行
は
賞
時
の
政
治
家
遼
が
、
此

ω計
査

に
不
注
意
に
も
み
一
然
依
頼

L
τ
惹
冷
越
し
た
過
分
の
支
出
を
出
来
る
に
け
償
ひ
、
克
に
幾
多
の
犠
牲
を
強
要
せ
ら

れ
る
こ
正
、
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
向
卸
も
円

E仏
国

E
r
の
計
査
一
度
畿
表
せ
ら
れ
る
や
、
英
蘭
銀
行
的
株
券
は

一
車
二
十
勝
依
も
暴
落
せ
し
こ
ご
は
前
に
も
越
べ
し
正
ニ
ろ
で
ゐ
る
が
、
真
仁
政
府
の
需
要
に
臨
す
る
翁
に
、
英

蘭
銀
行
は
六
月
十
一
日
六
ヶ
月
間
年
目
蕊
の
利
子
に
て
其
の
株
主
よ
り
資
本
金
の
呂
志
を
備
入
れ
、
夏
仁
〉
B
a

ω
円
。
丘
山
日
銀
行
宛
じ
十
高
磁
以
上
的
手
形
を
振
出
し
、
政
府
に
一
ニ
十
四
高
磁
を
即
時
提
供
す
る
こ
ピ
、
な
う
わ
仙
の

で
e
の
る
。

英
蘭
銀
行
が
裳
い
政
府
じ
劃
し
て
援
助
を
奥
へ
て
戦
守
を
勝
利
仁
導
き
・
今
又
ド
ω包
囲
記
長

ω計
査
的
全
然

失
敗
に
移
る
や
、
夏
に
政
府
に
貸
上
げ
.
政
府
的
信
用
的
維
持
に
努
力
せ
し
こ
子
宝
併
せ
考
ふ
れ
ば
、
是
等
の
事

情
を
英
樹
銀
行
が
共
的
特
儲
獲
微
凶
潟
じ
利
用
せ
し
ニ
ピ
は
明
か
で
の
h
・
叉
嘗
時
の
思
想
を
顧
み
て
払
英
蘭
銀

行
が
特
械
を
賦
典
せ
ら
れ
し
ニ
£
は
不
思
議
で
は
な
い
。
是
が
卸
も
一
六
九
七
年
法
正
な
っ
た
の
で
ゐ
る
が
、

れ
仁
就
い
て
は
後
仁
詳
し
く
述
べ
る
で
あ
ら
う
。

一
一
一
六
九
六
年
及
び
一
七

O
七
年
の
取
付

一
方
に
於

τ、
]
b
z
E与
の
如
〈
其

ω賞
現
内
腕
に
は
.
実
蘭
銀
行
に

z
b
寅
に
容
易
な
ら
F
る
鵠
害
者
ご

な
る
べ
き
も

ω
、
設
立
計
査
に
よ
h
、
痛
f
脅
さ
れ
ぅ
、
あ
っ
た
際
.
他
方
に
於

τ、
英
蘭
銀
行
の
品
川
に
某
の
利

益
を
減
少
せ

L
め
ら
れ
た
る
個
人
銀
行
業
者
及
び
其

ω他
的
金
銭
貸
付
業
阜
市
等
は
、
英
蘭
銀
行
の
成
功
を
怨
み
、

英胤lJ，l行より各株

Rogers. ibid. p. 62 
Rogers， ibid. pp. 64-65 
此由三十凹寓暗は時l聞に政府kり英蜘銀行に揺出せιれ、
主!こf市民しが行はれτゐゐ。
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あ
ら
ゆ
る
弁
面
に
於
け
る
英
蘭
銀
行
努
e

伊
蒐
集
し

τ
一
六
九
六
年
五
月
五
日
に
突
如
三
高
磁
の
銀
行
努
を
司
呈
示
し

て
、
共
の
支
梯
を
要
求
し
、
英
蘭
銀
行
を
し
て
窮
境
に
陥
れ
ん
ざ
し
た
。
然
L
銀
行
券
が
斯
〈
の
如
〈

E
額
に
一

時
に
支
搬
を
要
求
せ
ら
晶
、
に
歪
b
し
事
情
を
よ
(
洞
察
し
た
毛
英
蘭
銀
行
の
前
一
役
は
、
其
の
を
梯
hr
軒
絶
し
た

が
、
然
し
普
通
一
般
の
顧
客
に
掛

L
て
は
依
然
支
梯
を
織
縛
し
て
ゐ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
や
英
蘭
銀
行
を
敵
視

L
、
之
を
陥
れ
ん
吉
せ
し
者
は
、
英
蘭
銀
行
の
一
破
産
紋
践
に
陥
れ
る
旨
を
宜
侍
せ
し
も
、
事
の
真
相
を
熟
知
せ
る

大
衆
は
其
の
銀
行
努
を
割
引
無
し
に
受
取
h
、
此
の
宜
偲
に
乗
ら
な
か
っ
た
が
故
に
、
遂
に
此
の
策
動
も
成
功
せ

凶

t
B
〉

Z
O

守
久
-u

品川
N
J
v
b
f
'

Y
n
o
E
R
黛
山
復
興
運
動
は
備
軍
侵
入
の
鳴
に
よ
っ
て
刺
戦
せ

ιれ
、
争
闘
に
恐
怖
の

念
を
蔓
延
せ
し
む
る
や
、
政
府
に
劃
す
る
反
掛
者
は
英
蘭
銀
行
の
反
掛
者
芭
結
び
つ
き
、
此
の
機
を
利
用
し
て
英

蘭
銀
行
を
陥
れ
ん
正
し
t
取
付
騒
が
始
め
ら
れ
、
例
入
銀
行
業
者
は
比
(
の
大
な
る
競
守
者
郎
も
英
蘭
銀
行
を
再
び

立
つ
能
は
ざ
ら
し
め
ん
も
の
己
努
力
し
、
回
目
門
司

E
z
n
z
n
E
ι

の
如
き
は
英
蘭
銀
行
券
の
受
傾
を
拒
絶
す
る
に
至

っ
た
。
然
し
斯
〈
の
如
き
懇
意
あ
る
令
岡
に
も
拘
ら
宇
、
葉
蘭
銀
行
は
政
府
及
び
其
の
岡
志
の
撤
烈
な
る
後
援
じ

よ
っ
て
此

ω窮
墳
を
容
易
に
脱
出
す
る
こ
芭
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

印。
E
F
印
。
"
の
。
自
日
出
回
日
、

一
七

O
七
年
に
至

h
、

一
七
一
一
年
に
至
る
迄
政
府
に
よ
り
盛
行
せ
ら
れ
た
る
永
遠
公
債
は
、
凡

τ英
蘭
銀
行
の
資
本
金
か
ら
成
h
立

っ
て
ぬ
た
。
而

L
て
流
通
界
か
ら
引
上
げ
ら
れ
し
資
本
金
に
謝
し
て
は
、
之
を
補
充
す
る
銭
に
笑
蘭
銀
行
は
同
額

迄
の
銀
行
券
を
後
行
す
る
こ
ピ
が
、
常
に
許
可
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
然
る
に
A
ー
や
英
蘭
銀
行
h
T
設
立
せ
[
自
由
篤
は

院

夢E

英
蘭
魁
行
。
成
立
及
び
斑
展
過
程
に
就
い
て

七
六

第
ニ
十
λ
魯

停
五
曲
事

O 
宜

Andreades， lbid. p. 120 
Macleod. ibid. vol. 1. p. 473・
Macleod， ibid. vol. I. P・436
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説

苑

第
二
十
八
番

E
六

英
嗣
銀
行
自
成
立
及
叩
遊
民
過
程
に
就
い
て

第
γ
孔
抽
腕

Eコ
プミ

昔
日

ω而
影
な
〈
、
保
守
議
之
に
代
っ
て
断
次
勢
力
金
占
む
る
に
至
っ
た
。
而
し
て
嘗
時
実
闘
の
財
政
は
依
然
正

し
て
窮
乏
ゆ
版
抽
出
に
あ
っ
て
、
償
還
内
潟
に
何
等
資
金
の
積
立
な
き
公
債
の
徳
観
は
、
貨
に
約
九
丙
五
十
高
傍
に
遣

し
て
ゐ
た
一
切
そ
こ
で
政
府
は
其
の
信
用
を
維
持
す
る
錦
に
是
等
内
負
債
を
引
受
付

ι時
、
引
受
者
を
し
て
一
の
曾

枇
を
組
織
せ
し
め
ん
正
企

τた
の
で
ゐ
る
。
是
れ
が
郎
も
印

E
p
m
m山
内
O
昌
司
宮
山
、
で
ゐ
っ
て
、
叶
}
戸
向
。
。
2
2
2

の
名
帽
酬
を
冠
し
て
設
立
せ
ら
れ
た
る
最
後
の
曾
祉
で
あ
る
o
同
曾
此
は
英
関
銀
行
正
同
様
に
其

の
資
本
金
は
み
h

郎
政
府
に
貸
上
げ
ら
れ
、
之
に
謝
し
て
政
府

ω肱
現
行
せ
る
会
債
を
以
て
創
設
せ
ら
れ
た
も

ω
で
あ

っ
て
、
亜
米
利
加
大
西
洋
岸

ω西
班
牙
領
方
面
の
貿
易
及
び
蓮
迭
に
就
い
て
の
濁
占
機
が
賦
興
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

伊
豆
r
m
z
p日
苫
ミ
の
重
役
が
英
萌
嗣
銀
行
の
重
役
た
る
こ
E
e
f
得
す
ご
せ
ら
れ
て
ゐ
る
め
は
、

白
ロ
《
凶
(
け

0
自
甘

hK4

1Aj 、

H
h
E
H《
同

国

E
r
山
場
合
E
同
様
で
あ
る

m
o
E
r
m
E
C
E冨
与
が
六
ヶ
月
以
内
椀
及
び
一
覧
抑
の
手
形
又
は
銀
符
券
を
議
行
す
る
こ

z.
其
の
他
一
般

出

銀
行
業
務
を
行
ム
こ
ご
は
、
法
律
に
よ
h
禁
止
せ
ら
れ

τゐ
た
炉
、
新
〈
の
如
、
き
大
曾
枇

ω
設
立
が
、
英
蘭
銀
行

の
存
立
ゆ
上
に
陥
き
陰
影
を
投
じ
た
で
あ
ら
う
こ
己
は
、
推
知
す
る
に
雛
〈
な
い
Z
こ
ん
で
あ
る
o

一
七
一
七
年
、
政
府
は
日
公
債
償
問
逗
の
決
心
を
な
し
、
英
樹
銀
行
及
ぴ

m
E序
回

E
C
E宮
ミ
に
夫
I
提
案
す

べ
き
ヨ
』
己
を
命
じ
た
。
而
し
て
雨
者
ゐ
提
案

ω中
後
者
の
も
の
が
政
府
に
よ
h
て
採
用
せ
ら
れ
ん
ご
す
る
や
、
英

蘭
銀
行
は
鋭
烈
な
る
反
封
を
試
み
、
共
が
従
来
岡
市
部
に
謝
[
貢
献
せ

L
幾
多
の
功
績
の
事
討
を
旗
げ
・
自
己
の
案

の
容
れ
ら
る
べ
き
を
懇
願
せ

L
結
果
、
遂
仁
英
随
銀
行
り
案
が
採
用
せ
ら
れ
る
こ
己
、
な
つ
允
凶
然
し
此
凶
一
七

一
七
年
に
於
け
る
是
等
二
大
曾
枇

ω札
機
は
躍
な
る
序
曲
に
過
ぎ
す
し
て
、
一
七
二

O
年
に
至
る
や
、
叉
も
政
府

Macpherso~. ibid. vol. 1 fJ. P・'9・
iE耐iこは ':;9，47'.)'5日し亡、 )1，;山 '1.'ιは陸海市時債比"..:>fl也極々自公備があ
る。

恥1:il，CρhepjO~l~ )bid，. v.9l. I[I. p. 1リ
M.cleod. ibid. vol. 1. pp. 495-，(96. 
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貸
上
金
に
就
き
雨
者
の
聞
に
激
烈
な
名
競
争
が
演
品
ぜ
ら
れ
、
同
者
共
に
共
的
提
案
を
修
正
す
る
こ
王
将
三
度
に
上

b
し
も
、
遂
に
印

ozp
印
E
内
O
当
官

E
可
の
案
が
四
月
七
日
議
曾
を
通
過
し

τ採
用
せ
ら
る
、
こ
正
、
な
っ
た
。

英
山
結
果
印
O
巳
F
m
m
戸
内
。
呂
町
ル
ミ
の
株
券
は
忽
ち
三
百
十
礁
に
昂
騰
し
、
六
月
末
日
に
は
一
躍
二
千
碗
に
暴
騰

せ
し
も
・
英
繭
銀
行
の
株
券
は
僅
に
二
百
六
十
時
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

此

ω結
川
米
投
機
熟
勃
興

L
所
調
印
。
ロ
岳
山
自
国
c
r
E。
の
時
代
を
現
出

L
、
泡
涼
曾
一
枇
は
到
る
所
に
計
査
せ
ら

れ
、
大
衆
を
し
て
愈
々
熱
狂
せ

I
め
、
其
の
間
幾
多
の
挿
話
守
護

L
、
勢
ひ
の
赴
く
ご
こ
ろ
其
の
停
止
す
る
を
知

ら
ゴ
る
が
如
苦
情
勢
に
あ
っ
た
が
、
同
年
九
月
、
一
度
ぴ
反
動
の
襲
ム
正
一
』
ん
ご
な
る
や
、
経
瞬
間
伊
は
忽
一
九
恐
慌

に
陥
b
、
英
蘭
銀
行
も
取
付
り
h

る
、
の
運
命
に
陥
っ
た
が
・
銀
行
賞
事
者
の
奇
策
献
を
奏
l
て
危
〈
雛
境
合
切

h
抜
け
る
-
』
芭
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

此
り
恐
慌

ω結
巣
印
。
E
Z
山
E
(リ
。
百
日
出
ロ
可
は
断
次
州
落

L
、
一
七
二
二
年
同
曾
枇
所
有
内
会
山
田
四
百
官
同
時
間
は

英
嗣
銀
行
に
よ
り
て
質
入
れ
ら
れ
る
こ
吉
、
な
り
、
其
の
結
川
市
英
関
銃
行
山
り
資
本
金
は
真
に
四
百
市
内
磁
を
増
加
し

M
仰

τ、
入
斤
九
十
五
高
九
千
九
百
九
十
五
時
間
十
四
士
山
入
片
正
な
っ
た
。

以
上
述
べ
た
る
が
如
〈
、
英
蘭
銀
行
は
某
の
創
立
後
日
倫
滋
宮
崎
期
に
於
て
戒
は
其
の
成
功
を
妬
む
者
よ
り
、

戒
は
反
封
議
た
る
保
守
議
よ
り
・
崎
川
た
又
は
競
争
的
地
位
に
立
つ
べ
き
計
査
を
企
闘
す
る
者
等
よ
b
純
々
の
妨
害

を
加
へ
ら
れ
し
も
、
危
ふ
〈
是
等
の
困
難
を
免
れ
漸
衣
其
の
地
歩
を
確
立
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

第
七

英
蘭
銀
行
の
特
権
的
地
位
の
確
立

説

施

英
鵬
銀
行
の
成
立
及
び
賞
展
過
程
に
就
い
て

第
二

1
入
谷

一じ
占/、

O 
f二

第
五
腕

MacpherSOII. ibid. vol. 111. p. 122 
Mac1eod， ibid. vol. I. P目 499
Macleod. ilJid. vol. 1. p. 499. 
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詑

苑

英
劇
組
行
自
成
立
及
川
げ
設
民
過
程
に
就
い
て

銘
二
十
八
巷

ニ
マ
唱

4
J
'
M
E
 

部
五
批

O 
A 

第
五
節
仁
述
べ
し
如
〈
、
英
胸
銀
行
は
其
の
創
主
醤
時
仁
於
て
は
何
等
剥
著
な
る
特
棋
を
有
せ
争
、
其
の
設
立

に
就
h
i

て
さ
へ
獅
占
的
色
影
を
布
し
E
ゐ
な
か
っ
た
υ

又
前
節
に
遁
ぺ
た
る
如
〈
共
的
成
立
後
、
目
前
浅
き
時
期

に
於

τは
.
幾
多
山
一
腕
守
者
又
は
反
調
者
よ
b
幾
皮
か
窮
墳
に
陥
れ
ら
れ
ん
ご
せ
し
も
、
英
蘭
銀
行
を
陥
れ
ん
正

す
る
策
誌
は
悉
く
打
破
せ
ら
れ
た
る
の
み
な
ら
争
、
傷
つ
り
ん
ご
企
闘
せ
ら
れ
た
る
英
蘭
銀
行
の
名
聾
は
、
却

τ

高
め
ら
れ
る
の
結
川
端
正
な
っ
た
噌
}
ご
は
、
詞
仁
英
蘭
銀
行
の
卒
運
ピ
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
英
蘭
銀
行
の
経
営
は
般

令
時
正
し
て
説
れ
る
こ
ピ
ゐ
h
正
は
い
で
其
の
犬
健
を
通
じ
て
見
る
時
は
よ
〈
慎
重
の
純
度
を
以
て
経
営
廿
一
ら

れ
た
b
ご
す
る
こ
£
が
出
来
る
で
あ
ら
フ
。
加
之
、
英
腕
銀
行
の
嘗
事
者
は
事
あ
る
毎
に
政
府
己
の
閲
係
を
よ

h

密
接
に
し
、
政
府
信
用
の
維
持
に
努
力
せ
し
を
以
て
漸
究
特
権
を
賦
奥
せ
ら
れ
、
遂
に
其
の
濁
占
的
地
位
台
確
保

す
る
に
至
っ
た
の
で
ゐ
品
。
以
下
英
蘭
銀
行

ω特
械
的
地
位
が
如
何
に
し
て
確
立
せ
ら
れ
る
か
に
就
き
考
袋
す
る

-
』
吉
、
す
る
。

一
六
九
七
年
法

私
は
前
節
に
於

τ「
英
蘭
銀
行
が
詮
に
政
府
に
劃
し
て
援
助
を
輿
へ
て
戦
争
を
勝
利
に
導
、
き
ぷ
γ
又

F
E岡
山
口

r

の
計
査
吋
全
然
失
敗
に
終
る
や
‘
真
に
政
府
に
貸
上
げ
.
政
府
の
信
用
の
維
持
に
努
力
せ
仁
こ

t
e
e併
せ
考
ム
れ

ば
、
是
等
の
事
情
を
英
蘭
銀
行
が
其
ゆ
特
措
獲
得
の
潟
に
利
用
せ
し
ニ
=
は
明
か
で
ゐ
b
、
叉
常
時
の
思
怨
を
顧

み
て
も
英
関
銀
行
か
特
拙
を
賦
奥
せ
ら
れ
し
こ
正
は
不
思
議
で
は
な
い
」

Z
述
べ
た
が
‘
買
に
営
時
の
政
府
は
英

蘭
銀
行
の
徐
裕

ω存
す
る
限
hJ
品
川
す
所
な
〈
借
上
げ

.HLE仏
国

E
r
の
計
査
的
失
敗
じ
終
る
や
再
び
英
蘭
銀
行

の
援
助
を
強
要
し
・
遂
に
英
蘭
銀
行
を
し
て
和
蘭
G
於
て
信
用
4V
斗
試
一
定
せ
さ
る
を
得
d

さ
る
に
歪
ら
し
的
、
其

ω資



• 

本
を
増
加
し
、

而
も
新
株
券

ω
梯
込
は
岡
慣
低
下
落
せ
る
伊
R
Z
Aロ
Z
E
E
Z
に
よ
っ
て
な
き
る
ぺ
き
計
査
が
企
闘

せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
o

英
蘭
銀
行
の
株
主
漣
が
斯
〈
の
如
き
政
府
の
討
査
に
一
驚
を
喫
L
た
ニ
ピ
は
勿
論
で
ゐ

る
O

そ
れ
依
に
英
蘭
銀
行
の
銀
行
券
の
割
引
及
び
株
‘
倒
的
下
落
は
、

一
六
九
六
年
に
比
し
よ
り
大
で
あ
っ
た
。
勿
論
之
に
は

u
a
y
p
rの
計
査
が
向
可
能
性
を
有
せ
し

の
後
行
を
考
慮
り
中

に
入
れ
い
な
げ
れ
ば
な
ら
向
。

H
N
M
R
Z
A
g
q
即
日
戸
は
共
の
移
憾
の
容
易
な
る
一
』
ご
及
び
同
M
n
o
r
2
2
2
E一
一
日
に
比
し

割
引
叫
憂
少
か
り
し
こ
ご
、
等
に
よ
b
好
成
を
以

τ迎
ハ
ら
れ
て
ゐ
た
。
而
し
て
此
の
回
目
及
び
官
民
自
は
共

仁
銀
行
券

ω非
常
な
弧
敵
で
め
っ
た
が
、
然
し
是
等
切
強
敵
の
脅
威
は
一
六
九
七
年
治
仁
よ
h
英
附
銀
行
に
興
へ

5
 

ら
れ
た
特
備
に
よ
h
相
殺
せ
ら
れ
る
こ
ご
に
な
っ
た
。

一
六
九
七
年
法
の
主
な
る
規
定
は
弐
の
如
く
で
あ
る
。

け
い
常
世
間
銀
行
は
品
川
り
資
本
E
叫
に
百
随
一
千
百
ヒ
十
一
硯
ト
芯
哨
加
す
る
と
と
を
得
υ

日
日
本
闘
入
、
件
闘
人

A
V
A官
私
法
人
勢
は
何
札
も
臨
廷
す
る
と
と
を
得
1

株
式
の
抑
込
企
に
就
い
て
は
引
の
五
分
自
凹
は
町
内

7
3
5
こ
P
E
E
に

て
、
残
り
五
分
自
一
一
口
英
蘭
銀
行
券
に
て
抑
込
む
こ
と
を
得
。

日
い
英
山
岬
飢
訂
の
存
韻
せ
る
臨
り
、
法
制
に
よ
り
他
の
銀
行
及
び
叫
行
と
性
質
を
同
じ
う
す
る
合
批
が
英
闘
内
に
於
て
股
定
き
る

h
a
c
k
E許
さ
ず
G

川
い
英
瑚
銀
行
は
共
の
品
行
券
山
俊
行
止
百
二
十
両
硝
以
上
哨
加
費
本
制
抱
哨
す
こ
と
を
叫
、
也
L
此
内
組
訂
券
に
劃
し
て
は
特
別
の
標
を
附
し
、
他

0

・
も
の
と
区
別
す
る
こ
去
を
却
す
。

川
い
特
措
は
一
七
一
F

年
八
月
一
日
以
後
一
ヶ
年
這
継
続
す
耐

以
上

ω規
定
に
よ

h
、
英
蘭
銀
行

ω資
本
金
額
は
、
倍
加
さ
れ
て
合
計
二
百
二
十
高
一
千
百
七
十
一
碗
十
志
ご

な
っ
た
。
然

L
此

ω
一
六
九
七
年
訟
に
於
て
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
第
三
に
掲
げ
た
る
「
英
蘭
銀
行
の
存
綴

ヨ『
O
ロ
E
mロ
伶
の
開
Moro山
口
町
片
岡
三

設

苑

O 
ブL

英
蘭
銀
行
白
成
立

A
開
設
展
過
程
に
就
い
て

裕
二
十

λ
巻

ヒ
六
五

第
五
観

恥1acphersol1， ibid. vol. II. p. 688 
Rogers， ibid. pp. 85-86. 
Macleod. ibid. vol. 1. p. 477 
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話

英
蘭
銀
行
の
成
立
及
び
畿
民
過
開
に
就
い

τ

ト
L
M

ご
-
t
・

L
Fプ

第
五
税

O 

第
二
十
入
容

苑

せ
る
限
h
、
法
律
に
よ
り
他
の
銀
行
及
び
銀
行
古
性
質
を
同
じ
う
す
る
曾
祉
が
英
国
内
に
於
て
設
立
さ
る
、
ニ
己

を
討
さ
す
」
正
い
ふ
規
定
で
あ
る
。
之
に
よ
っ
て
英
繭
銀
行
は
其

ω
設
立
に
就
い
て
滴
占
椴
が
賦
奥
せ
ら
れ
た
の

で、

H
H
o
q
E
r
xふ
が
如
〈
、
此
の
特
棺
こ
そ
蛍
山
英
蘭
銀
行
が
出
品
り

1
諸
々
の
不
利
徒
を
相
殺
し
て
術
的
耐
と
り

的

あ
る
も
の
で
あ
る
。

併
し
な
が
ら
、
是
を
以
て
県
し

τよ
く
北
(
の
特
権
的
地
位
が
保
昨
せ
ら
る
べ
き
や
ご
一
五
へ
ば
.
然
、
り

t
断
宇
る

北
(
の
存
在
が
認
許
せ
ら
れ
「
し
ゐ
る
品
目
川
に
ょ
う
亡
銀
行
業
務

}
ピ
を
得
な
い
o

返
し
阪
に
議
臼

ω法
作
に
よ
り
・

を
笹
む
こ
ど
は
、
何
等
差
支
な
き
こ
己
で
ゐ
る
か
ら
で
ゐ
る
。
宮
山
口
。
〉
仏

4
2
E
3
0同
開
】
戸
問
ん
山
口
且
ご
稀
す
る
一
曾

祉
が
銀
行
業
務
会
般
及
び
銀
行
券
袋
行
を
開
始
す
る
や
、
之
を
然
止
す
る
ご
共
仁
、
真
に
英
闘
銀
行

ω特
機
的
地

ω
 

位
を
確
立
す
る
旨
の
法
律
が
制
定
せ
ら
れ
る
仁
至
っ
た
G

一
七

O
九

年

法

一
七

O
九
年
法
が
卸
も
こ
れ
で
あ
る
。

一
七

O
九
年
に
於

τ政
府
財
政
は
再
び
困
難
ピ
な

h
、
北
(
山
り
租
税
収
入
は
経
費
の
宇
に
も
蓬
せ
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
政
府
は
夏
に
英
嗣
銀
行
よ
b
四
十
両
磁
を
年
同
次
の
利
子
に
て
備
上
げ
、
英
繭
銀
行
の
固
有
資
本
百
二
十
高
械

に
制
到
す
る
利
息
を
意
仁
引
下
ぐ
る
-
}
ご
を
契
約

Luv
裳
の
報
償
正
し
て
英
蘭
銀
行
の
現
在
の
資
本
金
二
百
二
十
高

一
千
百
七
十
一
磁
十
志
を
倍
加
す
る
こ
芭
を
許
し
、
一
見
仁
葉
山
り
特
雄
は
一
七
一
一
年
入
月
よ
ち
二
十
一
筒
年
間
継

総
す
る
こ
子
宮
許
可
し
た
印
而
し
て
此
の
一
七

O
九
年
訟
に
於
て
は
是
等
の
特
権
よ

h
も
趨
仁
重
大
な
る
特
擁

が
、
英
蘭
銀
行
に
賦
奥
せ
ら
れ
る
ニ
正
、
、
な
っ
た
の
で
ゐ
る
ο

前
仁
も
述
べ
し
如
〈
、
一
ム
ハ
九
七
年
訟
は
法
律
に

よ
っ
て
如
何
な
る
他
の
銀
行
の
設
立
も
許
可
せ
ら
れ
"
さ
る
こ
古
が
規
定
せ
ら
れ
た
が
、
阪
仁
法
枠
仁
よ
り
其
の
存

ROgf'TS. ibid.. _ p. .86 
iv'[acleud. iu川、01.1. p. 487・
此の結舟と政Ilfへの貸上金陥告計 L1，600.0四に主主L利子は一様に 6%!むっ
た。
Macleod. ibid. vol. 1. p. 486 
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在
が
認
許
せ
ら
れ
て
ゐ
る
曾
枇
に
よ
っ

τ銀
行
業
務
が
皆
ま
れ
る
こ
正
は
差
支
な
き
-
}
ご
で
あ
っ

T
、
英
蘭
銀
行

の
特
椎
的
地
位
を
保
障
す
る
仁
は
未
に
充
分
な
b
こ
云
ふ
を
符
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
夏
仁
英
蘭
銀
行
の
地
位
を
輩

聞
な
ら
L
h
u
品
目
的
を
以
℃
、
英
蘭
銀
行
の
山
什
総
せ
る
限
h
J
、
六
人
以
上
よ
み
り
成
品
如
何
な
る
銀
行
又
は
曾
枇

が
、
銀
行
券
及
び
一
覧
抑
又
は
期
限
後
六
ヶ
月
以
内
捌
の
手
形
を
英
前
言
補
す
る
英
国
内

r-於
工
法
行
す
る
を
禁

す
、
己
一
五
ふ
こ
ど
が
規
定
せ
ら
れ
た
の

誌
に
於

t
英
嗣
銀
行
の
特
礎
的
地
位
は
確
立
せ
ら
れ
る
こ
吉
、
な
っ
た
の
で
め
る
G

而
し

τ皆
川
銀
行
券
的
後

行
は
、
銀
行
業
務
の
本
質
的
部
分
ら
り
ご
の
見
解
が
行
は
れ
て
ゐ
た
が
依
l
、
銀
行
券
騎
行
の
許
可
せ
ら
れ
さ
る

こ
己
は
、
即
も
銀
行
業
を
起
{
こ
ご
を
符
古
る
も
の
ご
訣
b
解
せ
ら
れ
、
爾
後
一
入
二
三
年
同
日
5
日
目
』

otE
に

よ
り
此
の
税
制
併
が
一
締
せ
ら
る
、
に
至
る
ま
で
、
六
人
以
上
内
組
合
を
以
て
す
る
銀
行
の
設
立
は
共
の
跡
を
絶
う

に
至
っ
た
の
で
あ
る
c

共
の
結
川
市
、
六
人
以
下
よ
h
成
品
小
規
模

ω例
入
銀
行

ω設
立
さ
れ
る
の
勢
を
助
長
し
、

極
め

τ不
確
貨
な
る
基
裕
の
上
に
銀
行
券
を
殺
行
し
た
る
が
故
仁
、
遂
に
一
七
九
二
年
の
訟
慌

ω如
〈
金
融
市
場

の
混
乱
を
慈
き
起
す
派
閥
ご
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

Z
R
Z
O
L
の
如
き
は
是
は
一
に
英
闘
銀
行
の
不
正
な
る
澗
占

の
結
果
に
他
な
ら
前
ご
極
言
し
て
ゐ
る
。

一
七
四
二
年
法

従
来
英
間
銀
行
の
禍
椛
瓦
新
期
毎
に
、
其
の
特
雌
を
総
硝
制
す
る
の
集
仁
劃
し
て
は
、
多
〈
の
議
論
ゐ
在
し
反
針

を
唱
ふ
る
者
亦
少
な
か
ら
さ
り
し
が
、
而
も
英
蘭
銀
行
は
常
仁
政
府
財
政
の
窮
乏
を
救
済
L
、
北
(
川
り
特
織
を
之
に

よ
っ
て
維
持
し
、
叉
新
記
に
独
得
す
る
こ
ピ
が
山
戒
に
の
で
ゐ
る
o

削
も
換
言
す
れ
ば
英
防
銀
行
弘
犠
牲
を
挑
ひ

設

英
耐
訟
行

ω成
立
高
品
刊
V

麓
民
過
程
に
就
い
て

第
二
十

λ
を

部
五
蹴

七
六
七

施

Philippovich， a. a目 O.S. 39> 40 

Macleod， ibic1、o¥.1. p. 5'5 
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話

苑

英
樹
訟
行
内
成
立
及
び
賞
展
過
程
に
就
い
て

第
五
凱

第
二
十
八
巻

七
ム
ハ
八

τ北
(
山
り
特
離
を
購
求
し
て
ゐ
た
の
で
め
る
。
然
る
に
一
七
四
二
年
に
至
り
其
の
特
槌

ω消
滅
時
期
近
づ
〈
や
、
特

権
持
続
反
射
割
論
は
履
I
且
つ
犯
烈
に
起
h
、
一
七

O
九
年
法
に
違
反
せ

F
b方
法
に
J
っ
て
、
新
た
に
銀
行
を
建

設
せ
ん
Z
す
る
計
査
さ
へ
起
る
に
歪
っ
た
。
然
る
に
愈
i
夏
新
の
時
期
到
来
す
る
や
政
府
は
例
山
知
〈
財
政
の
綴

乏
に
憐
ま
手
れ
、
英
蘭
銀
行

ω
援
助
を
仰
(
の
他
に
途
引
き
賦
態
に
ゐ
っ
た
。
号
れ
故
に
英
蘭
銀
行
は
真
に
百
六

十
高
磁
を
無
利
子
じ
て
貸
上
ρ
J
T
』
子
炉
』
要
求
せ
ら
れ
、
英
蘭
銀
行
の
特
楢
は
一
七
六
四
年
人
月
以
後
一
ヶ
年
迄

継
縦
せ
ら
れ
る
こ
之
、
な
り
、
真
に
↓
七

O
九
年
法
に
よ
っ

τ英
嗣
銀
行
に
賦
奥
せ
ら
れ
た
る
特
棋
に
就
き
生
中

ぺ
き
疑
問
を
防
ぎ
.
且
つ
共
の
特
離
が
存
続
す
る
限
り
特
楢
を
有
す
る
他
の
銀
行
の
設
立
を
禁
止
す
る
の
主
旨
を

明
磁
な
ら
し
む
る
潟
に
、
英
胸
銀
行
が
存
縦
せ
る
限
h
-
他
い
り
銀
行
が
法
律
に
よ
り
設
立
せ
ら
れ
る

ζ

Z

を
禁

じ
.
六
人
以
上
の
組
合
員
よ
り
成
る
銀
行
が
、
英
樹
さ
稀
せ
ら
れ
る
英
園
内
に
於
て
銀
行
努
及
び
一
覧
挑
又
は
期

限
後
六
筒
月
以
内
梯
の
子
形
を
緩
行
す
る
-
』
ピ
を
禁
止
す
る
旨
を
規
定
し
、
「
英
蘭
銀
行
」
の
前
に
特
に
「
3
0
7
M
a

巴
〈
ゆ
」
な
ふ
語
ev-
掃
入
し
・
以

τ其
が
濁
占
的
地
位
セ
占
む
る
も
の
な
る
・

}
E
e
g
明
示
す
る
こ
芭
に
努
め
て
ゐ
る

の
で
ゐ
る
。

併
し
な
が
ら
、
此
ゆ
一
七
四
二
年
法
は
大
館
彼

ω
一
七

O
九
年
法
の
主
旨
E
同
徒
で
あ
っ
て
、
軍
に
其
の
主
旨

正
す
る
鮎
を
更
に
明
蹴
に
反
復
し
た
る
も
の
に
過
ぎ

F
る
b
の
Z
見
る
こ
ご
が
出
来
る
。

一
ム
ハ
九
四
年
法
・

一
六
九
七
年
法
及
び
一
七
O
九
年
法
の
一
二
法
律

以
上
過
F

へ
た
る
正
こ
ろ
に
よ
っ
て
見
る
に
、

は
、
英
蘭
銀
行
の
特
楢
的
地
位
の
確
立
に
就
い
て
必
要
欠
〈
べ
か
ら
グ
る
も
の
で
ゐ
つ

τ、

七

O
九
年
訟
を
真
に
明
隙
じ
規
定
し
た
に
過
ぎ
凶
も
の
で
あ
る
。
其
の
後
特
許
期
限
の
到
来
に
件
ふ
法
律
の
夏
新

一
七
四
二
年
法
は

比の結果政府への貸上金は合計五3，200，∞oに上p、Jtv中，{， 1，6叩，∞ロは
6再利付、妓翻正，，603，000は無利子τある。それ航、，(， 3，2曲舟却にi酎L
て 3出由利子ポHせ ιれてゐたこをにたる。
Macleod， ibid. voI. I. p. 501. MacphersoT1， ibid. vol. 111・p.233 66) 



に
際
L
些
少
の
極
化
は
ゐ
る
け
れ
ど
も
、

本
的
種
改
が
加
へ
ら
れ
た
・
』
ご
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
叫
如
〈
英
蘭
銀
行
に
諸
々
の
特
継
を
奥
へ
、
調
占
的
地
位
hy
占
め
し
む
る
こ
ご
に
就
い
て
は
賛
否
耐
論
が

あ
る
o

例
へ
ば
問
。
問
m
E
は
是
に
賛
成
し

τ日
(
、
「
戦
守
殊
に
劃
岬
開
戦
争
に
よ
・
り
て
英
倒
的
家
b
し
損
害
は
、

英
萌
同
銀
行
・
殊
に
大
衆
に
害
を
及
ぼ
さ
ヤ
る
べ
き
英
樹
銀
行
に
、
特
機
ご
殺
俊
子
伊
』
奥
ふ
る
こ
ご
に
よ
っ
て
岡
山
似

せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
、
・
・
・
英
蘭
銀
行
は
乱
世
共
施
設
内
尤
な
る
も
の
で
あ
り
、
之
に
劉
抗
す
る
銭
的
競
争

的
諸
施
設
り
後
生
は
、
必
然
的
仁
信
用
を
官
官
仁
一
信
用
を
牧
縮
せ
[
む
る
岡
家
に
役
立
つ
英
蘭
銀
行
は
政
府

の
銀
行
芯
な
る
正
、
同
時
に
倫
敦
り
内
外
に
於
け
る
大
余

ω
免
に
の
日
刊
に
の
E
日
2
正
な
ら
な
り
れ
ば
な
ら

ぬ
。
英
蘭
銀
行
に
瓦
に
大
な
る
特
離
を
奥
ふ
れ
ば
、
英
蘭
犠
行
は
設
り
な
〈
信
用
を
阿
復
す
る
で
あ
ら
う
が
、
若

し
然
ら

y
れ
ば
信
川
は
永
久
に
阻
害
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
」

z。

是
に
謝
L
云

R
r
a
は
臼
〈
、
「
・
:
凡
て
是
等
の
44曲
川
を
叫
酌
す
る
も
も
英
蘭
銀
行
に
特
離
を
賦
興
せ

L

諸
法
律
は
後
世
に
非
常
な
踊
放
を
奥
へ

L
も
の
で
あ
る
。
英
蘭
銀
行
の
創
設
者
及
び
同
時
代
の
人
々
は
、
共
の
大

な
る
功
績
を
利
袋
ピ
考
へ
て
ゐ
た
が
、
此
の
根
本
山
繭
の
結
果
は
後
世
仁
ま
で
汲
ん
で
ゐ
る
の
で
ゐ
る
。
共
の
後

の
政
府
信
用
の
恐
る
べ
き
破
壊
は
此
的
大
な
る
談
仁
主
ご
し
て
困
る
も
の
で
ゐ

5
」ご。

賛
否
説
れ
が
正
賞
で
ゐ
る
か
の
批
判
は
、
夏
仁
縁
日
を
期
す
る
こ
正
、
し
・
議
に
は
唯
斯
〈
の
如
一
吉
ニ
読
め
る

.
』
ご
を
紹
介
す
る
じ
止
め
て
置
〈
。

一
八
四
四
年
の
HJo--ω

〉
n
H
に
重
る
迄
は
、
共
の
特
権
に
就
き
何
等
根

設

苑

英
揃
銀
行
由
成
立
及
び
設
展
過
程
に
就
い
て

第
二
十
八
巻

第
五
披

二占、

L

斗
L
J
J
J
A

Rogers， ibid. p. 75.以下。
Mac1eod， ibid. vo1. 1. p. 47日・
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設

拘

英
臨
銀
行
白
成
立
及
び
畿
民
過
程
に
就
い
て

第
五
山
田

四

第
二
十

A
を

七
七
O

第
，八

最古

主芸・

日

以
上
越
べ
ね
る
ご
こ
ろ
じ
よ
b
τ
見
る
に
、
英
間
同
銀
行
は
単
に
政
府
財
政
窮
乏

ω
救
済
ご
い
ふ
こ
ご
が
、
動
機

正
な
っ
て
現
質
に
設
立
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
ゐ
る
が
故
に
、
共

ω成
立
蛍
初
に
於
て
は
何
等
一
貫
せ
る
方

針
な
く
、
極
的

τ不
完
全
な
も
の
で
あ
っ
た
り
れ
ど
も
.
そ
れ
は
輩
凪
な
ゐ
根
祇

ω上
仁
共

ω基
礎
を
託
き
賞
附

の
経
済
此
曾
の
要
求
仁
合
致
し
て
ゐ
わ
い
司
」
正
以
・
阪
に
其
の
市
刷
芽

ω時
代
に
於
て
終
楽
へ
の
後
展

ω可
能
性
を
深

〈
識
し
て
ゐ
た

Z
一
五
ふ
ニ
ご
が
山
市
ゆ
る
。
岩
山
G
F
2
8
pの
如
き
は
、
斯
〈
の
如
き
銀
行
り
成
立
が
、
官
裕
に
し
て

而
も
商
業

ω後
展
せ
る
英
国

ω如
き
図
に
於
て
寧
ろ
遁
か

b
し
を
奇
ご
さ
へ
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
叫
而
し
て
成
立

営
時
の
英
蘭
銀
行
は
、
共
れ
自
身
的
中
に
多
〈

ω危
険
を
包
合
し
て
ゐ
允
の
み
な
ら
す
、
廿
却
の
成
立
後
間
も
な
き

時
期
所
謂
試
練
期
に
於

τは
、
或
は
競
守
者
内
嫉
妬
に
よ
h
、
戒
は
反
謝
篇
の
策
誌
に
よ
り

τ、
腿
l
窮
墳
に
陥

れ
ら
れ
ん

Z
L
た
。
然
る
に
傷
つ
り
ん
己
企
て
ら
れ

L
英
繭
銀
行

ω名
撃
は
、
却
て
高
揚
せ
ら
阜
、
の
結
果
ピ
な

h
、
是
等
の
反
封
を
完
全
に
征
服
す
る
こ
ご
を
得
・
濁
h
商
業
り
上
に
顕
著
な
る
便
盆
を
奥
へ
た
の
み
な
ら
守
、

ま
た
政
府
財
政
の
窮
乏
の
際
に
は
政
府

ω信
用
を
支
持
し
て
大
な
る
功
績
を
樹
て
し
結
果
、
芸
の
最
初
有
せ

F

h
L特
櫨
は
漸
次
英
蘭
銀
行
に
賦
奥
せ
ら
れ
、
遂
に
一
七
四
二
年
に
歪
り
其
の
特
権
的
地
位
の
確
立
は
完
成
せ
ら

れ
、
爾
後
十
九
世
紀
の
中
葉
に
至
る
迄
英
蘭
銀
行
の
特
機
的
地
位
は
根
本
的
に
盤
改
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
ゐ

品
。
了

Macpnerson. ibid. voL. 11. p. 656 69) 


